
 

（※１）文部科学省では、学校教育法等に基づき、学習指導要領という各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定め

ています。各校では、これに基づいて教育課程を編成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「結果」の裏にある物語 
２学期が始まり早くも１か月がたとうとしています。今年は、数多くの台風が発生し、また、秋雨前線に

よる異常ともいえる天候もあり、ここまでの所あまりよい天気に恵まれていません。今日から運動会に向け

て特別日課が始まりましたが、今後は、秋らしい日差しに恵まれた中、子どもたちには活躍してほしいもの

と思います。 

運動会は、１年間の小学校の行事の中では卒業式や入学式に並ぶ大きな行事です。教師としての経験上感

じるところですが、子ども達は行事を通して大きく成長していきます。 

運動会は、体育的な発表の場という側面も当然持ち合わせていますが、実はそれだけではなく、学習指導

要領（※１）、特別活動の中に規定されている学校行事（健康安全・体育的行事）として行われます。 

学校行事にはなぜその行事を行うのか、何を目指すのかを表す「目標」があります。私たちも運動会を通

して子ども達にどのような力を付けさせていきたいのか、目標を意識して取り組むようにしています。 

学習指導要領には、特別活動の目標として、「全校又は学年の生徒で協力し，よりよい学校生活を築くた

めの体験的な活動を通して，集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養いながら，（中略）資質・能

力を育成することを目指す。」とあり、健康安全・体育的行事の目標としては「心身の健全な発達や健康の

保持増進，事件や事故，災害等から身を守る安全な行動や規律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度の育

成，責任感や連帯感のかん養，体力の向上などに資するようにすること。」とあります（下線 梶本）。 

本校でも、学年競技や表現、縦割り競技や応援等、運動会の練習を通して、数多くの物語が生まれること

でしょう。６年生をはじめとする高学年は、色別活動やたて割り競技の指導に、協力しながら仲間のために

取り組みを進めていきます。それぞれがその学年なりの課題に挑戦し、目標に向かっていきます。私たち職

員も、運動会実施に至るまでの指導の過程を大切にして、職員一同子ども達の成長を見守りたいと思います。 

保護者の皆様には、１０月１０日にはぜひご来場いただき、結果だけではなく、そこへ至るまでの過程に

も思いを馳せる中、成長した子ども達の精一杯の演技競技にご声援をいただきたいと思います。 

３年生は、校外学習で牛や鶏とふれあう貴重な体験をしました。 
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今年度、本校では、校庭の改良工事を行っております。これまで、本校のグラウンドは、透水性、及び排

水、さらには強風時の近隣への土砂飛散などに少なからぬ問題を抱えておりました。 

今回の工事では、排水路の整備（側溝の設置・整備）、校庭の土の改良（専用砂との入れ替え、整地）が行

われ、素晴らしい校庭に生まれ変わる予定となっております。予定される工期は、今年度末までですが、順

調に工事が進めば、３学期中に使用開始できる可能性もあります（天候の状況にも左右されるため、正確な

完成予定は現在のところ未定です）。 

現在、校庭周囲の側溝の工事が進められています。運動会を行い、６年生の陸上記録会の練習が終わるま

では、校庭を使用しますが、その後、土の入れ替えが始まるため、校庭への立ち入りは一切できなくなる予

定です。２学期後半、３学期の体育については、計画的に教育課程を計画的に進め、また、体育館等を活用

する中で、影響を最小限にするようにしてまいります。また、児童の休み時間についても、体育館使用や、

室内で過ごす方法を工夫する中で対応いたします。 

 

 

本校では、教科の学習は基本的に学級担任が行っておりますが、今後、学年の児童の実態に合わせつつも、

学年の教職員みんなで子どもたちの成長を支える指導を、より進めてまいりたいと思っております。 

今後進めていく指導の形態として、 

・教科指導を学年内の教員で交代して行うこと。 

・朝の会や帰りの会を交代して担当すること。 

・給食指導や清掃活動などを交代して行うこと。 

などが考えられます。これらのことについては、一部の学年においてはすでに行っており、取り組み自体

はことさら新しいものではありません。子どもたちの教育指導に、より多くの職員が関わっていくことにつ

いて保護者の皆様のご理解をよろしくお願いいたします。 

 

 

７月２６日に開催された山梨県吹奏楽コンクールにおいて、山梨県代表として選出された本校吹奏楽部で

したが、９月１２日に西関東小学生バンドフェスティバルステージ部門に出場、見事、金賞を受賞、西関東

代表として、１０月２４日、府中の森芸術劇場（東京都）で開催される第４５回全日本小学生バンドフェス

ティバルに出場することとなりました。 

全国大会への出場を決めた演奏ですから、それは、とても素晴らしく、音楽関係者も舌を巻くほどの、国

内超一流の演奏だったと言えます。技術的な素晴らしさもですが、何よりも全員で音楽することの喜びを感

じることができました。ここまで頑張った子どもたちの努力を心から讃えたいと思います。 

さあ、いよいよ、次は全日本です。全国から集まった素晴らしいバンドと共にステージに立てることを誇

りに思い、これから短い間ですが、練習を頑張ってほしいと思います。 

 

 

このたび、児童の生活上のゆとりの確保、教員の働き方改革の観点から、金曜日の定型的な宿題（プリン

ト学習や漢字練習等）を取りやめることといたしました。課題が減ることで学習面を心配される声もあるか

と思いますが、週末の時間は自分で内容を選ぶ「自主学習」や読書、家庭での多様な体験の時間としてご活

用ください。 

自ら課題を見つけ取り組む「自主学習」については、発達段階を考慮しながら、特に高学年を中心に、取

り組み方を指導する機会を設け、充実を図ってまいりたいと思います。 

今回の見直しは、与えられた課題をこなすだけでなく、自ら進んで学ぶ習慣を育む機会の創造とも捉えて

おります。保護者の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

学年の教職員みんなで子どもたちの成長を支える指導を進めてまいります学年の教職員みんなで子どもたちの成長を支える指導を進めてまいります学年の教職員みんなで子どもたちの成長を支える指導を進めてまいります学年の教職員みんなで子どもたちの成長を支える指導を進めてまいります    

    吹奏楽部全国大会出場吹奏楽部全国大会出場吹奏楽部全国大会出場吹奏楽部全国大会出場    

金曜日の宿題の見直しについて金曜日の宿題の見直しについて金曜日の宿題の見直しについて金曜日の宿題の見直しについて    

校庭の改良工事を行っています校庭の改良工事を行っています校庭の改良工事を行っています校庭の改良工事を行っています    


